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高
木
兼
寛
（
一
八
四
九
～
一
九
二
○
）
の
高
等
・
大
学
教
育

に
対
す
る
健
康
教
育
観
を
臨
時
教
育
会
議
で
の
発
言
内
容
か
ら

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
研
究
を
行
っ
た
。
本
研
究
は
昨

年
の
第
一
○
七
回
日
本
医
史
学
会
よ
り
継
続
し
て
行
っ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。

研
究
資
料
と
し
て
、
大
正
六
年
に
内
閣
の
諮
問
機
関
と
し
て

設
置
さ
れ
た
臨
時
教
育
会
議
に
お
け
る
出
席
者
の
発
言
の
速
記

録
を
用
い
、
高
木
兼
寛
の
高
等
教
育
・
大
学
教
育
に
お
け
る
健

康
教
育
観
の
表
現
さ
れ
て
い
る
第
十
一
、
十
六
～
十
八
回
総
会

で
の
発
言
に
注
目
し
、
そ
の
内
容
を
分
析
し
た
。
速
記
録
は
文

部
省
編
『
資
料
臨
時
教
育
会
議
」
第
三
・
四
巻
（
全
五
冊
）
、
文

23

高
木
兼
寛
の
健
康
教
育
観
に
関
す
る
研
究

（
第
二
報
）
ｌ
臨
時
教
育
会
議
で
の
高
等
・
大
学
教

育
改
善
に
関
す
る
発
言
内
容
か
ら
Ｉ

芳
賀
佐
和
子
・
平
尾
真
智
子
・
蝦
名
總
子

、
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
医
学
部
看
護
学
科

動
慈
恵
看
護
専
門
学
校

部
省
、
一
九
七
九
を
用
い
た
。

臨
時
教
育
会
議
は
大
正
六
二
九
一
七
）
年
十
月
一
日
か
ら

大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
三
月
三
八
日
ま
で
の
一
年
半
の
間
に

総
会
三
○
回
を
開
催
。
委
員
は
約
三
十
名
で
諮
問
は
小
学
校
教

育
、
高
等
普
通
教
育
、
大
学
教
育
・
専
門
教
育
、
師
範
教
育
、

女
子
教
育
、
実
業
教
育
、
な
ど
に
及
ん
だ
。
高
木
兼
寛
は
当
時

七
○
歳
で
、
東
京
慈
惠
会
医
院
医
学
専
門
学
校
長
で
あ
っ
た
。

彼
は
英
国
の
セ
ン
ト
・
ト
マ
ス
病
院
医
学
校
を
卒
業
後
、
明
治

一
四
年
に
成
医
会
講
習
所
（
後
の
慈
惠
医
大
）
、
一
五
年
に
有
志

共
立
東
京
病
院
（
後
の
慈
惠
医
大
病
院
）
、
一
八
年
に
看
護
婦
教

育
所
（
後
の
慈
恵
看
護
専
門
学
校
）
を
創
設
。
東
京
海
軍
病
院

長
、
海
軍
軍
医
総
監
な
ど
を
歴
任
、
海
軍
兵
食
改
善
で
脚
気
予

防
に
成
功
、
貴
族
院
議
員
も
務
め
た
。

高
木
は
全
三
○
回
の
う
ち
二
六
回
の
会
議
に
出
席
、
ほ
ぼ
毎

回
発
言
を
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
高
等
・
大
学
教
育
で
の
健
康

教
育
観
の
表
現
さ
れ
て
い
る
発
言
内
容
を
整
理
し
分
析
を
行
な

っ
た
。
発
言
内
容
は
①
高
等
普
通
教
育
を
修
め
る
学
生
の
体
格

は
徴
兵
検
査
の
成
績
も
不
良
で
改
善
の
必
要
が
あ
る
、
②
大
学

卒
業
者
の
身
体
が
弱
い
、
視
力
が
低
下
し
皆
眼
鏡
を
か
け
て
い
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イI

る
。
体
格
が
細
い
、
身
長
は
か
な
り
あ
る
が
、
腕
力
が
弱
い
・

徴
兵
検
査
の
成
績
か
ら
大
学
卒
業
生
の
十
人
に
一
人
し
か
甲
種

合
格
の
体
格
を
持
つ
者
が
な
い
、
③
高
等
普
通
教
育
に
関
す
る

答
申
案
に
「
体
育
」
に
関
す
る
こ
と
が
な
く
疎
か
に
さ
れ
て
い

る
、
④
高
等
普
通
教
育
を
受
け
る
学
生
の
衛
生
状
態
は
寒
心
に

堪
え
な
い
、
中
学
生
徒
等
の
健
康
の
状
態
、
中
等
学
校
を
経
た

者
の
徴
兵
検
査
成
績
が
不
良
の
た
め
中
等
学
校
で
も
体
育
が
必

要
で
あ
る
、
⑤
体
育
に
関
す
る
根
本
調
査
が
必
要
で
あ
る
、
⑥

体
育
と
い
う
言
葉
が
紙
面
上
に
あ
る
ほ
う
が
人
の
意
を
引
い
て

体
育
奨
励
を
重
ん
ず
る
風
を
生
じ
効
果
を
収
め
る
こ
と
に
な
る
、

⑦
精
神
面
で
の
教
育
に
関
し
て
。
高
等
教
育
を
受
け
た
も
の
に

国
民
思
想
の
確
立
せ
ざ
る
者
が
多
い
、
宗
教
を
教
え
る
大
学
も

必
要
で
あ
る
、
小
学
校
は
国
民
学
校
と
改
称
し
た
ほ
う
が
国
民

の
精
神
が
安
心
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

高
木
は
高
等
・
大
学
教
育
に
お
い
て
も
「
体
育
」
の
必
要
性

を
強
調
し
て
い
る
。
当
時
彼
は
東
京
慈
惠
会
医
院
医
学
專
門
学

校
長
を
し
て
お
り
、
学
科
目
に
「
体
育
」
を
取
り
入
れ
、
ま
た

課
外
活
動
の
運
動
部
の
活
動
に
力
を
入
れ
、
運
動
会
を
開
催
し

た
り
、
看
護
婦
教
育
所
の
学
科
目
に
も
「
体
育
」
を
取
り
入
れ
、

女
子
生
徒
に
水
泳
を
勧
め
る
な
ど
青
年
期
の
学
生
・
生
徒
の
体

格
向
上
に
む
け
た
実
践
を
し
て
い
る
。
「
体
育
重
視
」
の
教
育
方

針
は
前
身
の
成
医
学
校
の
明
治
二
十
三
年
の
学
科
目
に
「
体
操
」

と
し
て
表
わ
れ
、
三
十
三
年
の
卒
業
式
か
ら
は
集
団
徒
手
体
操

を
来
賓
に
供
覧
し
て
い
る
。
三
十
六
年
医
学
専
門
学
校
に
昇
格

後
も
「
体
操
科
」
は
継
続
し
、
翌
年
に
は
日
比
谷
公
園
で
運
動

会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
大
正
四
年
に
は
貴
族
院
で
、
壮
丁
の

体
位
低
下
は
あ
る
が
、
本
校
で
は
体
操
・
武
道
な
ど
を
課
し
、

大
い
に
効
果
を
あ
げ
て
い
る
と
演
説
し
、
体
育
の
振
興
を
要
望

し
た
。
こ
の
頃
高
木
が
一
般
普
及
を
目
的
に
考
案
し
た
の
が

「
海
行
か
ば
」
の
舟
漕
体
操
で
あ
る
。
学
校
に
は
柔
剣
道
場
や
相

撲
場
な
ど
が
あ
っ
た
。
予
科
で
は
高
等
普
通
教
育
を
行
い
、
知

育
・
徳
育
・
体
育
を
支
柱
と
す
る
人
間
教
育
を
、
王
眼
に
し
た
教

育
を
行
っ
た
。

今
回
の
発
言
内
容
か
ら
、
高
木
兼
寛
の
高
等
・
大
学
教
育
に

お
け
る
健
康
教
育
観
の
特
徴
と
し
て
、
小
学
校
教
育
に
継
続
し

て
、
こ
れ
ら
の
教
育
機
関
に
お
い
て
も
国
民
体
位
の
基
盤
と
な

る
体
位
向
上
の
た
め
の
「
体
育
」
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
強

調
・
提
言
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。


